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第５章 

 

シンポジウム 2016「障害者スポーツ選手発掘・

育成システムのモデル構築に向けて」 
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シンポジウム2016「障害者スポーツ選手発掘・育成システムのモデル構築に向けて」を開催                      

 

【開催概要】 

公益財団法人ヤマハ発動機スポーツ振興財団（以下、当財団）は、公開シンポジウム

2016「障害者スポーツ選手発掘・育成システムのモデル構築に向けて」を、2016（平成

28）年11月5日（土）に、御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター（東京都）にて開

催した。 

 

【後援団体】 

スポーツ庁、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会 日本パラリンピック委員会、 

公益財団法人日本体育協会、公益財団法人日本オリンピック委員会、 

公益財団法人笹川スポーツ財団、公益社団法人東京都障害者スポーツ協会（順不同） 

 

【開催の目的】 

当財団は2012（平成24）年度から「障害者スポーツを取り巻く環境調査」に関する調査

研究活動に取り組んでおり、その一環として実施した。2015（平成27）年度は「2015ジ

ャパンパラ（水泳・陸上）競技大会」の出場選手に対する障害者スポーツ選手キャリア形

成や競技練習活動環境に関する調査を実施し、その結果を踏まえ、課題解決や環境改善の

一助となることを目的に開催した。なお、障害者スポーツの選手強化に関するシンポジウ

ム開催は、2014（平成26）年12月に兵庫と東京の2会場で「日本のパラリンピック選手強

化の現状と課題」を、そして2015（平成27）年7月に東京の「パラリンピック選手発掘・

育成・強化システムの現状と今後の方向性について」に続いて今回で4回目となる。 

【当日の模様】 

スポーツ関係団体・組織、大学関係者や報道機関など各方面からおよそ100人（行政関

係：約13%、教育関係：約32%、競技団体：約18%、報道機関：約19%、企業関係：約

14%、その他：約4%）が参加した。シンポジウム冒頭に当財団理事である浅見俊雄氏の挨

拶に続き、当財団障害者スポーツ・プロジェクトを代表して藤田紀昭プロジェクトリーダ

ーが平成27年度調査研究の結果を報告した。 

また、シンポジストとして水泳の一ノ瀬メイ選手と陸上の辻沙絵選手がそれぞれアスリ

ートの立場から、日本ボッチャ協会強化指導部長であり日本代表ヘッドコーチの村上光輝

氏が指導者の立場から、日本パラ陸上競技連盟理事長の三井利仁氏が競技団体の立場か

ら、それぞれの現状や抱えている課題の報告を行った。続くパネルディスカッションでは

本プロジェクト委員の齊藤まゆみ氏がコーディネーターを務め、来場者も交えて幅広い議

論と活発な意見交換が行われた。 

なお、シンポジウム閉会後には、パネリストの皆さんを囲んで懇談会を実施。なごやか

な雰囲気の中で競技種目や立場を超えての交流が図られた。 
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【発表要旨】 

＜調査結果の報告＞ 

藤田 紀昭氏（日本福祉大学スポーツ科学部／当財団 障害者スポーツ・プロジェクトリー

ダー） 

平成24年度から障害者スポーツ選手を取り

巻く環境について継続的に調査・研究を重ね

てきた。その中で平成27年度は、障害のある

選手の競技生活実態を明らかにすると同時

に、どのようにしてスポーツを実施するよう

になったか（スポーツへの社会化）を明らか

にするため、陸上競技と水泳の2015ジャパン

パラ競技大会出場者218人を対象に調査を実施

した。今回の調査によって、たとえば先天的

障害者は学校関係者や家族の影響を受けてスポーツを始めることが多く、後天的障害者は

コメディカル※１やスポーツ関係者の影響を受けていることなどがわかった。こうした現

状を踏まえると、選手発掘のためには学校関係者や理学療法士などが障害者スポーツの情

報を知っていることが重要であると考えられる。そのような環境を作るためには、体育教

員を志す者に障害者スポーツの関連授業を必修科目としたり、理学療法士会や作業療法士

会と、各地の障害者スポーツ協会の連携をなお一層深めていくことが必要と考えられる。

今回の調査結果をもとに、我々もこうした提言を行っていきたい。 

※１：コメディカルとは、医師・看護師以外の医療従事者を指す言葉。 
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＜パネルディスカッション＞ 

 

Q どのような時期に「アスリートとしての自覚」が生まれたのか、その転機となった人や

事柄についてお聞かせください。 

 

一ノ瀬 メイ氏（水泳競技選手／近畿大学水上競技部／リオ2016パラリンピック日本代

表） 

競泳選手にとって、小さい頃に専門的な環境に

身を置いて、どれだけ泳ぎ込むことができるかと

いうのは非常に大切な要素。私は小学生の頃、ク

ラスで一番速く泳ぐ力があっても、障害を理由に

地域のスイミングクラブに入会することができな

かった。このように障害者がアスリートになるた

めには、さまざまなハードルがある。これによっ

て、健常の選手とくらべるとアスリートコースに

入るのに5年遅れてしまったという残念な気持ち

がある。現在は近畿大学に40人いる部員の一人として練習しているが、障害者スポーツに

関する専門的な知識を持ったコーチにマンツーマンでみてもらえるという環境ではない。

コーチにまずは障害者スポーツを知ってもらい、パラリンピックにも来ていただいて、少

しずつ理解を深めてもらっている段階。健常の部員と一緒のトレーニングや指導は、私に

当てはまることもあれば、そうでないこともある。でも、チームに所属して、チームに誇

りを持ち、応援して、応援されるというのは素晴らしいことで、私の心の支えの一つにも

なっている。 

 

辻 沙絵氏（陸上競技選手／日本体育大学陸上競技部パラアスリートブロック／リオ2016

パラリンピック日本代表） 

私は、小学校5年生からずっと健常者ととも

にハンドボールをしてきた。大学に入って測

定を受け、瞬発力の高さから陸上への転向を

勧められた時も、なぜハンドボールから離れ

なければならないのかという思いのほうが強

かった。気持ちが切り替わったのは、6位に入

った世界選手権で、走幅跳びの山本篤選手が

金メダルを獲得した光景を見たことだった。

国歌が流れ、国旗が掲揚される中で山本選手

の晴れがましい表情を見て、私もあの場所からの風景を見てみたいと覚悟を決めた。私の

場合、現在、最高の練習環境や指導者に囲まれているという感謝の気持ちを持っている。

来春、大学を卒業するが、トレーニングはこれまでどおり日体大で、また引き続き現在の

監督の指導を受けたいと考えている。4年後に向けては、まだまだ少ない女性のコーチや

スタッフを増やしていただけるようお願いしたい。 
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Q 世界で戦える「アスリート」に育てるためには？ 

村上 光輝氏（一般社団法人日本ボッチャ協会 強化指導部長／リオ2016パラリンピック 

ボッチャ競技ヘッドコーチ） 

リオ2016パラリンピックで銀メダルを獲得

し、こうして皆さんの前でお話しさせていた

だくことが増えた。しかし、本日のテーマで

ある「発掘・育成・強化」という視点では、

必ずしも成功はしていない。もちろん我々

も、日本選手権出場者を対象とした育成活動

や、一般公募による代表選考合宿などさまざ

まな取り組みを行ってきた。しかし、そうし

た育成対象選手がパラリンピック代表を逃

し、個人で強化を図ってきた選手が出場権をつかむケースも現実にはあった。他国では新

戦力がいきなりメダルを獲得している一方で、日本は若手選手の強化に失敗したと言わざ

るを得ない。ボッチャの場合、陸上やサッカーのように一般の競技で培われたロールモデ

ルが存在しないことも難しさの一因。ボッチャは障害者スポーツとして捉えられている

が、じつは誰でも楽しめるスポーツとしての普及や、一般の方が参加できる大会の開催が

パラ代表の強化にもつながるのではないかと考えている。 

 

三井 利仁氏（一般社団法人日本パラ陸上競技連盟 理事長／国際パラリンピック委員会 

陸上競技国際技術委員） 

ロンドン大会、リオ大会と、日本パラ陸上

界は2大会連続で金メダルを獲得できていな

い。その一方で、入賞者は毎回増えている

し、若い育成選手も増えている。そうした中

で世界の情勢をみると、強豪国と呼ばれる国

のほかに、我々のリサーチが及ばない国がメ

ダルを獲得した。私はバルセロナ大会から指

導を行っているが、選手・スタッフ自身が生

活のすべてを競技のために向けていく覚悟を

持たなくては結果に結びつけるのは難しいと考えている。重要なのは、選手にそう思わせ

る指導者と出会うことができるかということ。現在、公的な資金を投入して、一貫した教

育プログラムによって指導者を育て、指導者資格を発行していくような取り組みを進めて

いる。同時に発掘という視点では、体験したい、試合に出たい、専門的な指導を受けたい

という人に対して、多くの人が情報をキャッチできるシステムを急ぎ構築することも重要

だろう。 
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コーディネーター 齊藤 まゆみ氏（筑波大学体育系准教授／当財団障害者スポーツ・プ

ロジェクト委員） 

本日の活発なディスカッションによって、

いくつかの大切なポイントがみえてきた。た

とえば、障害者スポーツ選手のパスウェイに

は、それぞれの段階で必要とされる「環境・

重要な他者」がある。これからスポーツをし

たいという人に、その機会と環境が存在する

ことへの気づき（awareness）のための取り

組み、また、スポーツに親しむ段階やアスリ

ートとして競技に向き合う段階など、成長に

応じて適切な指導者が必要なこともわかった。一方で、そうしてスポーツに親しむように

なってから、アスリートとして育つまでには長い時間がかかる。そこには学校現場での理

解、科学的な知見、専門知識を持った指導者、地域とのつながりやNF(国内競技連盟)との

関わりなども欠かせない。こうしたことを念頭に置いて、日本社会に合ったパスウェイを

今後も力を合わせて探っていかなくてはならない。その時には、単に競技者としての成功

や輝きだけでなく、デュアルキャリア・セカンドキャリアを含む競技者の人生を見据えて

判断をしていく視点を忘れてはならないとあらためて感じた。 

 

（齊藤まゆみ） 

 

 


